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■
救
急 

… 

二
年
連
続
で
減
少

　
市
内
の
救
急
車
の
出
動
件
数
は
、

千
四
百
九
件
（
前
年
比
百
三
十
九

件
減
）
で
二
年
続
け
て
減
少
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
人
の
数
は
千
二
百
九
十
二
人

（
百
二
十
九
人
減
）
で
、
市
民
の

約
三
十
五
人
に
一
人
が
救
急
搬
送

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
原
因
別
で
は
「
急
病
」
が
最

も
多
く
八
百
九
十
九
件
、
次
に

「
一
般
負
傷
」
が
二
百
二
十
五
件
、

「
交
通
事
故
」
が
百
四
十
七
件
と

続
き
ま
し
た
。

■
危
険
物
に
係
る
事
故

　
市
内
で
発
生
し
た
危
険
物
（
灯

油
等
）
の
漏
え
い
事
故
は
二
件
で

昨
年
よ
り
五
件
減
で
し
た
。

　
発
生
原
因
は
、
い
ず
れ
も
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
か
ら
の
小
分
け
に
関
係

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漏
え
い
事
故
以
外
に
も
、

ガ
ソ
リ
ン
を
扱
っ
て
い
る
最
中
の

引
火
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
危
険
物
を
取
り
扱
う
際
に
は
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
安
全
確
保

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
万
一
漏
え

い
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
り
、

発
見
し
た
場
合
は
、
い
ち
早
く
消

防
署
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

岳
南
広
域
消
防

本
部
中
野
消
防
署（
☎
22
３
３
８
６
）

■
火
災 

… 

市
内
で
十
九
件
の

　
　
　
　

  

火
災
が
発
生

　
平
成
二
十
一
年
中
に
、
市
内
で

は
火
災
が
十
九
件
（
中
野
消
防
署

管
内
十
六
件
、
豊
田
消
防
署
管
内

三
件
）
発
生
し
、
前
年
よ
り
六
件

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
出
火
件
数

の
内
訳
は
、
建
物
火
災
十
二
件
、

林
野
火
災
二
件
、
車
両
火
災
二
件
、

そ
の
他
火
災
が
三
件
で
し
た
。

　
建
物
火
災
に
お
け
る
出
火
原
因

で
は
「
た
ば
こ
・
ラ
イ
タ
ー
」
や

「
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ
」
な
ど
人

的
な
要
因
に
よ
る
も
の
が
六
件
、

「
煙
突
」
「
ヒ
ー
タ
ー
」
な
ど
物

的
な
要
因
に
よ
る
も
の
が
三
件
、

「
放
火
」
「
放
火
の
疑
い
」
に
よ

る
も
の
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
林
野
火
災
と
、
枯
草
な

ど
が
燃
え
た
そ
の
他
火
災
は
、
四

月
中
の
三
日
間
で
五
件
が
集
中
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。

平成21年の事故の件数
－適切な初期消火、迅速な通報が
　　　　　　生命や財産を守ります－

火災・救急・危険物

　
市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
、

家
屋
な
ど
へ
の
浸
水
被
害
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
決
め

ら
れ
た
区
域
内
に
雨
水
貯
留
施
設

を
設
置
、
ま
た
は
不
用
と
な
っ
た

浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
施
設
に
改
造

す
る
費
用
な
ど
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
よ
り
一
層
の
治
水
対
策

と
水
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
二
十
二
年
度

か
ら
対
象
区
域
を
公
共
下
水
道
お

よ
び
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

認
可
区
域
内
に
拡
大
し
ま
す
。 

助
成
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

・
新
設
雨
水
貯
留
施
設
（
購
入
経

費
の
二
分
の
一
を
補
助
） 

一
〇
〇
㍑
以
上
五
〇
〇
㍑
未
満

　
二
万
五
千
円
（
上
限
）
　 

五
〇
〇
㍑
以
上
　

　
　
五
万
円
（
上
限
）

・
転
用
浄
化
槽
の
改
造
（
改
造
費

用
の
三
分
の
二
を
補
助
）

   

十
万
円
（
上
限
）

そ
の
他

・
一
戸
（
事
業
所
）
に
つ
き
新
設

ま
た
は
転
用
い
ず
れ
か
一
基
分

を
限
度
と
す
る
。

・
貯
留
量
が
一
〇
〇
㍑
以
上
で
、

雨
ど
い
に
接
続
さ
れ
て
い
る
も

の
。  雨

水
貯
留
タ
ン
ク
設
置
費
助
成
制
度

・
雨
水
貯
留
以
外
の
目
的
に
使
用

し
な
い
こ
と
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
区
域
を
拡
大
し
ま
す

雨水貯留タンク設置費助成対象区域 Ｎ

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
下
水
道
係

☎
22
２
１
１
１（
内
線
２
８
３
）

選挙に関する
　　　　お知らせ

お歳暮やお年賀 入学祝・卒業祝 病気見舞い 秘書等が代理で出席
する場合の結婚祝

葬式の花輪・供花 落成式・開店祝
の花輪

秘書等が代理で出席す
る場合の葬式の香典

町内会の集会や旅行などの催
物への寸志や飲食物の差入

お祭りへの寄附や
差入

町内会の集会や旅行などの催町内会の集会や旅行などの催 地域の運動会やスポーツ
大会への飲食物の差入
地域の運動会やスポーツ地域の運動会やスポーツお祭りへの寄附やお祭りへの寄附や

秘書等が代理で出席秘書等が代理で出席 秘書等が代理で出席す秘書等が代理で出席す

　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法律で禁
止されています。違反すると、処罰されます。
　また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。
　「贈らない！」「求めない！」「受け取らない！」の「三ない運動」
をみんなで徹底して、明るい選挙を実現しましょう。
問い合わせ先　市選挙管理委員会事務局　
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線３２４）

　　　　お知らせ
明るい選挙キャラクター
「選挙のめいすいくん」

○高齢者の方が早めに接種できるよう、ワクチンの在庫状況等から医療機関の実施可能な範囲で、接種時
期が前倒しになりました。接種希望の方は早めに予約をお願いします。
○予約にあたっては、ワクチン接種医療機関の確認をお願いします。
・かかりつけ医のある方は、主治医にご相談ください。
・かかりつけ医のない方は、１月にお配りしました全戸配布のチラシでご確認ください。
・中野市以外の接種医療機関については、長野県のホームページ等で確認をお願いします。

○接種医療機関については、中野市または長野県のホームページをご覧いただくか、市役所健康長寿課健
康管理係までお問い合わせください。また、接種希望の方は早めに予約をお願いします。
○医療機関での実際の接種日は、接種体制や在庫状況等に応じて異なり、実際の接種は接種開始日より後
になる場合がありますので、ご理解をお願いします。

○申請場所　市役所健康長寿課（中野保健センター内）、豊田支所地域振興課
○持ち物　印鑑
※中野市、飯山市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、栄村にある医療機関で接種を受ける際に証明書
を提出する事により、接種費用が全額免除になります。
※上記対象地域以外の医療機関において接種を受ける場合や、手続きが間に合わず医療機関の窓口で接
種費用をお支払いになった場合は、下記により接種費用の払い戻し申請をしてください。

　　・申請場所　市役所健康長寿課（中野保健センター内）、豊田支所地域振興課
　　・持ち物　領収書、予防接種済証、印鑑、通帳等振り込み口座がわかるもの
問い合わせ先　市役所健康長寿課健康管理係（中野保健センター内）☎（２２）２１１１（内線２４２）

高齢者、優先接種対象者以外（18～64歳の健康成人）
の方の新型インフルエンザワクチンの接種について

優先接種対象者以外（18～64歳の健康成人）の方の医療機関への予約と接種が２月
１日㈪から始まっています。なお、１歳未満の方も接種できるようになりました。

65歳以上の高齢者の方の接種時期が前倒しになりました。
（医療機関への予約が１月26日㈫から、接種が１月29日㈮から始まっています）

住民税非課税世帯・生活保護世帯の方は接種費用が全額免除となります。
接種する前に「接種費用助成対象者証明書」の申請をしてください。


